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経済学における技術革新

村上泰亮

– 技術革新とそれに基づく規模の経済

– 相対的規模の経済による豊かさの実現

– 経済上の変化を導き出すインセンティブ

J. Stiglitz
– マーケットのダイナミズム

– 見かけ上の平等がもたらす非効率

– 動態的経済学の必要性



一橋大学イノベーション研究センター

社会科学と自然科学のコラボレーション

企業、経済社会にとっての技術革新の重要性

– 知財立国の礎、理論と実践の架け橋

– 社会経済活動のイノベーションに関する理論的・実証

的・学際的研究



J.シュンペーターの技術革新
Innovation 

技術革新は利益の源泉

技術革新は経済発展の源泉

イノベーションは「新結合」



新結合とは？

新しい製品

新しい生産方法

新しい市場

新しい原料供給源

新しい組織



有望技術としてのＩＴＳ

市場の成長性から見た有望技術

市場規模から見た有望技術



2010年の有望技術（日本経済新聞）

市
場
成
長
率

市場規模

３
倍
以
上

３
倍
以
下

１兆円未満 １兆円以上

IT：ICタグ、薄型テレビ、電子マネーeラーニング、ブ
ロード・バンド

医療・バイオ:バイオインフォマティクズ、　機能性食品、飲
料

ナノテク：マイクロマシン、DDS

環境エネルギー：太陽電池

自動車・交通・機械：ハイブリッド、ＩＴＳ

ＩＴ：X-by-Wire、電子ペーパー、白色ＬＥＤ、ＩＰ電話

医療・バイオ：ファーマコゲノミクス情報付きの衣料品、
バイオチップ、遺伝子診療（薬）

ナノテク：ナノチューブ・フラーレン、μ-TAS、バイオ
MEMS

環境・エネルギー：小型燃料電池、大型燃料電池、光
触媒
環境・エネルギー：小型燃料電池、大型燃料電池、光
触媒

自動車・交通・機械：家庭用ロボット

医療・バイオ：生分解性材料、バイオマスエネルギー、
再生医療、遺伝子組み換え農産物、バイオセンサー

ナノテク：ナノコンポジット

環境・エネルギー：バイオレメディエーション、ダイオキ
シン低減装置、環境ホルモン処理・測定の事業シス
テム、脱臭ビジネス、ＮＯx、ＳＯx削減事業システム

IT：携帯電話サービス、ＤＶＤプレーヤ

医療・バイオ：住宅医療機器・製品、抗体医療、人工
臓器

自動車・交通・機械：業務用ロボット、ロケット・輸送シ
ステム、宇宙ステーション（有人宇宙開発）



新産業と政府の関わり（１）

幼稚産業保護

– 特定の産業を早期に離陸させることによって、結果と
して経済全体の便益が増大する。

公共財の議論

– 新技術は経済学的な意味での公共財の性格を有す
る。

– 公共財は、定義的に負担者が存在せず、結果的に過
小供給に陥る。



新産業と政府の関わり（２）

規模の経済
– 大規模施設やインフラストラクチャーのような規模の

経済が存在する場合、経済学的な観点からは、施設
部分を公的に負担して価格を限界費用に設定する政
策が是認される。

外部効果
– 外部効果が存在する場合には、価格シグナルを是正

するために公的介入が是認される。

– ＩＴＳの場合、正の消費の外部効果が存在する。



ＩＴＳの普及・定着・発展に向けた提言



「知的交通サービス」の実現に向けて

社会経済生産性本部交通政策特別委員会

Intelligent Transport System
政府・自治体・事業者・ユーザー・受益を受ける
国民などによるコラボレーションによりはじめてＩ
ＴＳの普及・定着・発展が可能。

利用者の需要に合ったサービスと顧客満足度を
高めることを目的としてＩＴＳは供給されるべき。



ＩＴＳ普及の阻害要因

要因①：技術開発先行・ニーズ軽視の供給者側の
姿勢

要因②：使い方や効果等に関する十分な情報提供
の欠如

要因③：ITS の多様なニーズの認識の欠如

要因④：コスト負担についてのあいまいな原則



ＩＴＳの普及・定着を目指した
当面の課題



技術先行・ニーズ軽視に対して

新技術は商品

「サービスを売る」姿勢の必要性

「高度道路交通システム」から「知的

交通サービス」としてのＩＴＳの供給



利用者サイドのニーズの反映度合い

8.8

0.8

59.6

35.8

22.8

52.8

7.0

8.9

1.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス

トラック

十分に反映されている                              多少反映されている                              

あまり反映されていない                            ほとんど反映されていない                        

無回答

Ｑ３．現状における利用者サイドのニーズの反映度



ＥＴＣに関する満足度

25.0

10.3

58.3

30.8

12.5

46.2

4.2

10.3 2.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス

トラック

購入した価格にみあう分以上に満足している                    

購入した価格を考えれば、どちらかというと満足

購入した価格を考えれば、どちらかというと不満

購入した価格にみあう分ほどには満足していない                

無回答

Ｑ７．ＥＴＣを利用したときの満足度



十分な情報の提供

ＩＴＳは官民がともに供給者となるシステムである。

民は、自動車メーカー、電機メーカー、通信事業

者など多岐にわたる。

ＩＴＳユーザーもまたＩＴＳの供給に不可欠である。

官民のコラボレーション（協働関係）が必要とさ

れる。



ITSの多様なニーズの認識(1) 

ＶＩＣＳ情報として、公共交通機関に関する情報

がリアルタイムに発信されれば、人・貨物ともに

インターモーダル輸送がスムーズに実現される。

ＶＩＣＳセンターが公共交通情報等、幅広い情報

の提供を可能とすることを検討すべきである。



ＩＴＳ利用による物流効率化への期待

39.8

35.8

4.9

11.4

6.5

0.0

1.6

0 10 20 30 40 50

輸送の効率化による輸送コストの削減

      渋滞の緩和に伴う輸送時間の短縮

  荷物情報の提供による積載率の向上

  渋滞の緩和や環境問題などへの貢献

      あまり効果があるとは思っていない

                                                 その他

                                                 無回答

Ｑ１８．ＩＴＳ利用による物流効率化に期待する効果



ＰＴＰＳ導入による利用者の意識変化

29.8

28.1

21.1

21.1

0 10 20 30 40

マイカー利用者の一部がバスを利用

これまでのバス利用者の利用頻度が高くなる

自転車等の利用者の一部がバスを利用

バスの利用に変化はない

Ｑ１９．ＰＴＰＳ導入による利用者の変化に対する意識



ITSの多様なニーズの認識(2)

料金政策としてのＥＴＣの活用を

– ＥＴＣをＴＤＭ（交通需要管理）実施や社会的費用に応
じた料金設定に活用

– 料金政策は需要喚起の意味も持つ

車載器の割高感の解消

– ＥＴＣが交通円滑化のためのインフラであるならば、
車載器もインフラの一部

– 車載器購入者に対する税制優遇や補助制度を



ＥＴＣを利用しない理由

24.2

39.4

12.1

3.0

0.0

21.2

28.9

42.2

3.6

3.6

6.0

15.7

0 20 40 60

                ＥＴＣ車載器の価格が高いため

          料金割引などの魅力が少ないため

          取り付けや手続きが面倒くさいため

 クレジットカードの利用に抵抗があるため

        利用できる料金所などが少ないため

                                                     その他

バス

トラック
Ｑ９．ＥＴＣを利用しない理由



コスト負担の曖昧さの解消

経済学の公共財の原則

– 便益が広く一般におよび費用負担が必ずしもなされ

ないもの

– 公的費用負担の必要性

ＩＴＳによってもたらされる公共財的な便益につい

ては、公的費用負担も

– 例えば、事故の際の自動通報システム



インフラストラクチャーに関する費用負担

利用者負担

– 便益の範囲が限定的

間接的受益者負担

– 若干のスピルオーバーを伴う。

公共負担

– スピルオーバーが大きく、受益の範囲を限定できない

所得分配上の観点



ＩＴＳのさらなる発展を
実現するための提言



官民のITS供給者へ

DSRC（専用狭域通信）の民生用応用システム

の開発を積極的に

国際貢献としての東南アジア等への技術協力を

マイカー利用者の環境意識向上策としてITSの

活用を

物流へのITS活用の環境整備を



ＥＴＣに期待するサービス

57.9

3.5
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70.2

17.5
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駐車場での料金支払い

レストラン・宿泊施設の予約

ガソリンスタンドでのガソリン代などの支払い

渋滞情報や経路情報の提供

観光情報や周辺情報の提供

その他

無回答

バス

トラック
Ｑ１１．ＥＴＣに期待するサービス



政府へ

「ITS交通システム」のための法律的な環境整備

を

プローブカー・システムによる道路行政の変革・
国民意識改革の促進を

ETCを使った民間ビジネス環境の整備を

ETCの様々な工夫による魅力向上と、高速道路
建設会社の経営への貢献を



地方自治体へ

地域活性化の観点からＩＴＳを活用すべきである。

地域ごとの木目の細かい情報を提供できないか？

都市間競争の１つの戦略になり得る。



ＩＴＳ関連産業へ

アクティビティ情報と交通情報との融合による情
報提供を

– 改正道路交通法：民間による道路交通情報の収集・
加工・編集・提供の自由化

– アクティビティと有機的に結合した巨大な交通情報市
場の登場

カーテレマティクスにキラーコンテンツを


